





Position of Learning about Elderly Life in High School Home Economics



































































































































































設問 設問の内容 授業で学習前 年金セミナー後 復習・解説後
Q1 障害年金 27.1 97.7 100.0
Q2 終身給付 85.0 95.5 97.7
Q3 年金の２階建て構造 54.9 77.4 94.0
Q4 遺族年金 63.2 85.0 76.7
Q5 老齢年金の保険料納付済期間 18.0 28.6 77.4
Q6 保険料の支払額と年金の給付額 15.8 23.3 79.7
Q7 年金額のマクロ経済スライドの導入 36.8 69.2 87.2
Q8 国民年金保険料の納付率低下と年金額 16.5 30.1 70.7
Q9 賦課方式 54.9 47.4 75.9
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Q10 今後、少子化が進むと、その少子化の度合いに対応して公的年金の一人当たりの保険料（律）は引き上げられるが、その引き上げられる水準の上限が法律によって決められている。 ○  
 
紀要原稿用紙（紀要様式 2-1） 










































分析対象学生（人） 133 133 133
得点分布（％）
　0～4点 63.2 15.0 2.3
　5～7点 34.5 71.4 21.9
　8～10点 2.3 13.6 75.8
平均点 4.00 5.86 8.41
最低点 0 2 2
最高点 9 10 10
最頻点 4 6 9
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「年金セミナー」終了後の第 2 回調査では、Q ９を除く９問で「年金クイズ」の正答率が上昇した。特




























































注）「年金理解得点」は Q１～10 の各設問について正解は１点、不正解は０点としてスコア化し、全 10
問の合計得点（10点満点）。 
























自由度、F値 P値 １→２ ２→３
Q1 障害年金 　F（1.16，153.88）＝319.228 *** ***
Q2 終身給付 　F（1.62，213.87）＝9.750 *** **
Q4 遺族年金 　F（1.98，261.308）＝10.607 *** ***
Q6 保険料の支払額と年金の給付額 　F（1.99，262.73）＝103.13 *** ***
Q9 賦課方式 　F（1.97，259.49）＝18.86 *** ***
Q10 保険料水準の固定方式導入 　F（1.99，262.04）＝63.545 *** ***
Q3 年金の２階建て構造 　F（1.72，226.77）＝37.825 *** *** ***
Q5 老齢年金の保険料納付済期間 　F（1.99，262.39）＝85.45 *** * ***
Q7 年金額のマクロ経済スライドの導入 　F（1.90，251.34）＝52.78 *** *** ***
Q8 国民年金保険料の納付率低下と年金額 　F（1.97，260.32）＝67.07 *** ** ***



















注）「年金理解得点」は Q １～ 10 の各設問について正解は１点、不正解は０点としてスコア化し、全 10 問の合計得点（10 点満点）。
　　***P <.001　　**P <.01　  *P<.05
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生たちが「もしものとき」をイメージしやすいQ ２（終身給付）、Q １（障害年金）、Q ４（遺族年金）で
あった。しかし、Q9（賦課方式）、Q10（保険料水準の固定方式導入）のような年金制度の仕組みや財政
についての設問、Q ６の「保険料の支払額よりも年金の給付額が少ない」のような不信感が強い設問につ
いては、「年金セミナー」による学習効果は小さかった。この結果から、学生が授業で学習する以前から持っ
ている「難しい」「よくわからない」という苦手意識や強い印象、誤解や思い込み、不信感を払拭するこ
とは、「年金セミナー」の受講だけでは達成できないことが明らかになった。
（3）教員による「復習と解説」の重要性
教員による「年金セミナー」の復習と「年金クイズ」の解説（「復習と解説」）は、学習効果を上げるた
めに以下の３点から、欠かせないことが明らかになった。第１に「年金セミナー」だけでは、学生たちの
理解が進まない点、不信感を拭えない点に働きかけ、学生たちの誤解を解いて正しい知識を注入したり、
不信感を和らげ・払拭する役割を果たす。第2にQ3（年金の２階建て構造）、Q7（年金額のマクロ経済ス
ライドの導入）、Q ８（国民年金保険料の納付率低下によって年金の給付額が引き下げられる）のような
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年金制度の仕組み、物価変動や賃金上昇などの経済状況と年金給付の関係性、年金の財政については、「年
金セミナー」の受講、教員による「復習と解説」という段階的な学習によって、学生の理解度を徐々に高
めることができる。第３に、教員による「復習と解説」では、「リスク社会における生活設計と社会保障制度」
の観点から、公的年金制度をライフステージ、身近な生活課題と結び付けて説明することによって、学生
が自分自身のライフ・デザイン、キャリア・デザインについて考えるきっかけをつくることができる。今
後は、グループディスカッションのような手法を取り入れることによって、学生たちの公的年金制度の知
識や理解を一層高めるとともに、多様なライフコース選択や各ライフステージを社会保障制度が支えるこ
とで生活の質は担保されることへの認識が深まっていくと考える。
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